
５
月
30
日
、
東
京
労
働
会
館
・

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
「
第
69
回

東
京
平
和
委
員
会
定
期
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
11
名
、
会

場
参
加
14
名
の
25
名
が
参
加
し
、

運
動
方
針
、
予
算
決
算
、
２
０

２
１
年
体
制
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認

し
ま
し
た
。

《
運
動
の
経
過
・
運
動
方
針
》

抜
粋

１

は
じ
め
に

１
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
危
機

で
、
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い

る
中
、
日
本
政
府
は
日
米
同
盟

強
化
の
路
線
を
進
め
、
軍
事
費

を
増
強
し
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
「
軍
事
費
を
削
っ
て
、

コ
ロ
ナ
対
策
へ
」
と
訴
え
、
様
々

な
困
難
の
中
で
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

日
米
政
府
は
、
６
年
以
内
に

台
湾
有
事
を
想
定
し
た
、
日
米

安
保
体
制
強
化
に
大
き
く
舵
を

切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
回
避
す
る
に
は
、
自
公
政
権

か
ら
の
転
換
が
必
要
で
す
。
そ

の
中
で
、
平
和
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
・

平
和
委
員
会
が
全
国
・
全
都
に

広
が
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

東
京
平
和
委
員
会
は
、
８
月

10
日
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
前
身
組
織
の
「
東
京
平
和

会
議
」
は
１
９
５
１
年
に
創
立

し
、
議
長
を
宮
崎
竜
介
（
弁
護

士
・
社
会
運
動
家
）
が
務
め
、

柳
原
白
蓮
（
歌
人
）
な
ど
が
会

員
に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

70
年
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
全

都
の
平
和
委
員
会
の
体
制
を
強

化
し
、
仲
間
を
さ
ら
に
広
げ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

２

こ
の
一
年
の
経
過

昨
年
は
、
現
行
の
日
米
安
保

条
約
と
日
米
地
位
協
定
が
発
効

し
た
１
９
６
０
年
か
ら
60
年
の

節
目
の
年
と
し
て
、
日
米
安
保

条
約
と
日
米
地
位
協
定
の
現
状

を
問
う
機
会
と
し
て
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る
中

で
、
行
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
で
き

る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
日
本
平
和
大
会

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
和
大
会
パ
ン
フ
約

１
６
０
０
部
を
普
及
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
会
な
ど
旺
盛
に
行

い
、
「
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
11･

22
東
京
大

集
会
」
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
月
22
日
の
核
兵
器
禁
止
条

約
発
効
は
、
た
た
か
い
の
歴
史

的
な
到
達
点
で
あ
り
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
新
た
な
出
発
と

な
り
ま
し
た
。

４
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
米

首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
「
イ
ン

ド
太
平
洋
戦
略
」
の
「
柱
」
と

し
て
の
役
割
を
担
い
、
日
米
同

盟
の
強
化
を
さ
ら
に
大
き
く
す

る
共
同
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

横
田
基
地
の
さ
ら
な
る
強
化

に
つ
な
が
り
、
特
殊
作
戦
部
隊

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

を
早
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
こ
そ
憲
法
に

も
と
づ
く
日
本
外
交
へ
の
転
換
、

横
田
基
地
を
は
じ
め
、
辺
野
古

新
基
地
中
止
・
普
天
間
基
地
の

返
還
に
向
け
、
全
国
の
運
動
と

連
帯
し
大
き
な
た
た
か
い
の
年

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３

東
京
の
重
点
課
題

⑴

横
田
基
地
の
強
化
、
Ｃ
Ｖ

-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤

回
、
10
機
体
制
反
対
の
た
た

か
い

２
０
２
０
年
度
の
福
生
市
、

瑞
穂
町
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
ー

が
記
録
上
最
高
の
３
万
３
９
２

４
回
に
な
り
ま
し
た
。

米
軍
は
２
０
２
４
年
ま
で
に

オ
ス
プ
レ
イ
を
10
機
体
制
に
す

る
計
画
で
、
横
田
基
地
で
は
格

納
庫
や
司
令
部
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

撤
回
、
10
機
体
制
反
対
の
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

沖
縄
・
木
更
津
・
佐
賀
の
オ

ス
プ
レ
イ
反
対
の
運
動
と
結
ん

だ
「
日
本
の
ど
こ
に
も
オ
ス
プ

レ
イ
は
い
ら
な
い
」
全
国
署
名

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の

国
会
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

⑵

都
心
を
低
空
飛
行
す
る
米

軍
ヘ
リ
問
題

都
心
を
低
空
飛
行
す
る
米
軍

ヘ
リ
の
映
像
を
「
毎
日
新
聞
動

画
」
が
ス
ク
ー
プ
し
ま
し
た
。

最
低
安
全
飛
行
高
度
が
守
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
航
空
法

を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
、
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

⑶

「
わ
が
街
を
戦
争
の
拠
点

に
す
る
な
」
平
和
連
帯
の
運

動基
地
強
化
や
軍
事
演
習
、
自

治
体
な
ど
を
戦
争
態
勢
に
組
み

込
む
動
き
な
ど
に
反
対
す
る
各

地
の
市
民
運
動
と
連
帯
し
、
自

治
体
へ
の
平
和
行
政
を
求
め
る

活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。辺

野
古
新
基
地
、
鹿
児
島
・

馬
毛
島
の
軍
事
基
地
化
、
木
更

津
・
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配

備
、
な
ど
の
市
民
運
動
と
連
帯

し
て
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

⑷

２
０
２
１
平
和
行
進
・
世

界
大
会
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
運
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う

⑸

そ
の
他
の
運
動
課
題

「
原
発
ゼ
ロ
法
案
」
、
「
東
京

都
平
和
祈
念
館
（
仮
称
）
」
建

設
、
戦
災
被
害
者
へ
の
戦
後
補

償
、
「
日
本
軍
慰
安
婦
」
被
害

者
へ
の
賠
償
な
ど
の
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑹

２
０
２
１
年
東
京
都
都
議

選
挙
と
総
選
挙
で
平
和
推
進

勢
力
を
増
や
そ
う

４

２
０
２
１
年
東
京
平
和
委

員
会
創
立
70
周
年
に
向
け
て
平

和
委
員
会
を
大
き
く
広
げ
よ
う

２
０
２
１
年
８
月
10
日
に
東
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京
平
和
委
員
会
が
創
立
70
周
年

を
迎
え
ま
す
。

一
昨
年
の
全
国
大
会
以
降
、

会
員
77
名
減
、
新
聞
68
部
減
、

平
運
15
誌
減
と
大
き
く
減
り
、

解
散
・
休
会
し
た
地
域
平
和
委

員
会
も
あ
り
ま
す
。
事
務
局
体

制
が
取
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

首
都
の
平
和
委
員
会
と
し
て
重

大
な
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
平

和
委
員
会
の
立
て
直
し
と
、
地

域
・
職
場
に
根
ざ
し
た
基
礎
平

和
委
員
会
づ
く
り
を
、
創
立
記

念
日
を
目
標
に
一
昨
年
の
大
会

現
勢
に
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

コ
ロ
ナ
危
機
の
下
で
一
人

ぼ
っ
ち
の
会
員
を
つ
く
ら
な

い
活
動
が
重
要
で
す

会
員
・
読
者
一
人
一
人
と
の

絆
を
大
事
に
し
、
励
ま
し
あ
い

温
か
く
つ
な
が
る
活
動
が
重
要

で
す
。
気
軽
に
で
き
る
行
動

（
地
元
議
員
へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル
要
請
な
ど
）
を
工
夫
し

取
り
組
み
ま
す
。

⑵

「
東
京
ピ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
に
取
り
組
み
ま
す

◇
平
和
新
聞
読
者
を
増
や
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

◇
会
員
３
人
集
ま
れ
ば
平
和
委

員
会
が
作
れ
ま
す
。
地
域
・
職

場
・
学
園
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

５

２
０
２
１
年
４
月
１
日
か

ら
、
平
和
新
聞
が
70
円
、
平
和

運
動
誌
が
50
円
値
上
げ
し
ま
し

た・
平
和
新
聞
（
送
料
込
み
）
５

２
０
円
が
５
７
０
円
に
、

・
平
和
運
動
誌
（
送
料
込
み
）

３
１
０
円
が
３
６
０
円
に
、

・
会
員
（
新
聞
有
）
１
０
０
０

円
が
１
０
７
０
円
に
な
り
ま
す
。

６

平
和
新
聞
東
京
版
の
充
実

東
京
版
は
昨
年
の
６
月
か
ら

毎
月
発
行
し
、
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
地
域
の
情
報
や
会
員
の

声
が
反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

〈
２
０
２
１
年
役
員
体
制
〉

◇
代
表
理
事
＝
井
出
由
美
子
・

長
谷
川
邦
夫
・
荻
野
孝
一
・

石
村
和
弘

◇
事
務
局
長
＝
岸
本
正
人

同
次
長
＝
佐
藤
恵
美
・
伊
藤

笑
子

◇
常
任
理
事
17
名

理
事
26
名

６
月
14
日
17
時
11
分
頃
、
米

空
軍
横
田
基
地
所
属
の
オ
ス
プ

レ
イ
１
機(

0
0
7
5
)

が
飛
行
中
に

何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、

山
形
空
港
に
緊
急
着
陸
し
ま
し

た
。当

該
機
と
共
に
飛
行
し
て
い

た
も
う
１
機
の
オ
ス
プ
レ
イ(

0

0
6
7
)

も
山
形
空
港
に
い
っ
た
ん

着
陸
し
ま
し
た
が
、0

0
7
5

号
機

か
ら
荷
物
な
ど
を
移
動
し
、
19

時
45
分
ご
ろ
再
び
飛
び
立
ち
、

横
田
基
地
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

横
田
基
地
を
監
視
し
て
い
る

羽
村
平
和
委
員
会
は
、
離
陸
前

の
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
を
撮
影
し

て
い
ま
し
た
。
機
体
後
部
に
機

関
銃
を
装
着
し
、
離
陸
し
て
北

の
方
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

装
備
の
関
係
か
ら
三
沢
の
射
爆

場
で
の
射
撃
訓
練
に
向
か
う
途

中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
よ

う
で
す
。

東
京
平
和
委
員
会
は
15
日
に
、

日
本
平
和
委
員
会
、
山
形
平
和

委
員
会
と
連
名
で
防
衛
大
臣
・

外
務
大
臣
に
抗
議
文
を
送
り
ま

し
た
。

ま
た
、
16
日
に
は
日
本
共
産

党
の
宮
本
徹
参
議
院
議
員
と
尾

崎
あ
や
子
都
議
と
共
に
防
衛
省

に
対
し
、
飛
行
停
止
な
ど
要
請

し
ま
し
が
、
防
衛
省
は
「
米
軍

に
飛
行
停
止
を
求
め
る
こ
と
は

し
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

防
衛
省
は
、
東
京
都
と
市
町

連
絡
協
議
会
に
よ
る
政
府
・
米

軍
へ
の
次
の
よ
う
な
要
請
に
も

背
を
向
け
て
い
ま
す
。

《
①
経
過
と
原
因
究
明
。
②
安

全
確
認
が
で
き
る
ま
で
の
飛
行

中
止
。
③
人
員
降
下
訓
練
と
も

関
係
。
④
情
報
の
提
供
》

東
京
平
和
委
員
会
で
は
、
引
き

続
き
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
停
止
、

撤
去
、
10
機
体
制
反
対
を
政
府

と
米
軍
に
要
求
し
続
け
て
い
き

ま
す
。

審
議
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
矛
盾

や
問
題
点
が
噴
出
し
、
「
法
の

体
を
な
し
て
い
な
い
」
と
ま
で

い
わ
れ
た
問
題
法
案
の
審
議
を

封
じ
て
成
立
を
強
行
し
た
こ
と

に
強
い
怒
り
を
も
っ
て
断
固
抗

議
し
ま
す
。

東
京
平
和
委
員
会
で
は
廃
案

ア
ピ
ー
ル
、
衆
・
参
各
委
員
へ

の
抗
議
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

「
土
地
利
用
規
制
法
案
」
の

採
決
が
狙
わ
れ
て
い
た
15
日
、

日
本
平
和
委
員
会
・
沖
縄
の
会

と
共
に
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
で

「
沖
縄
連
帯
15
日
行
動
」
を
行

い
、
そ
の
中
で
こ
の
法
案
の
危

険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
暴
挙
の
根
源
は
、
改
憲

と
軍
拡
を
す
す
め
る
菅
自
公
政

権
の
姿
勢
に
あ
り
、
政
権
を
倒

す
以
外
に
問
題
の
解
決
は
あ
り

ま
せ
ん
。
都
議
選
を
は
じ
め
と

す
る
各
地
の
政
治
戦
、
そ
し
て

総
選
挙
で
の
野
党
共
闘
の
勝
利

で
、
憲
法
蹂
躙
勢
力
に
厳
し
い

審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
「
お

は
よ
う
日
本
」
で
、
米
軍
ヘ
リ

の
低
空
飛
行
問
題
が
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

記
者
の
増
田
剛
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
国
際
放
送
局
で
、
５
月
20
日

に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
」(

英

語)

で
放
映
さ
れ
た
麻
布
ヘ
リ

基
地
問
題
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
方

で
す
。

横
田
基
地
所
属
の
米
軍
ヘ
リ

が
ビ
ル
を
縫
う
よ
う
に
低
空
飛

行
す
る
画
像
を
映
し
、
「
危
険

な
飛
行
だ
。
米
軍
で
あ
ろ
う
と

辞
め
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
」

「
日
米
地
位
協
定
の
改
定
が
必

要
」
と
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
り

ま
し
た
。

東
京
平
和
委
員
会
で
は
、
こ

う
し
た
報
道
の
事
実
を
政
府
に

突
き
つ
け
、
低
空
飛
行
の
禁
止

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

◇
「
済
み
ま
し
た
か
？
」
「
打

ち
ま
し
た
か
？
」
が
、
挨
拶
言

葉
の
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
の

頃
。
と
は
い
え
《
同
調
圧
力
》

は
避
け
た
い
も
の
。

◇
今
回
の
総
会
議
案
に
「
戦
跡

め
ぐ
り
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ワ
ー

ク
」
の
提
起
が
あ
り
ま
す
。

手
引
き
と
な
る
本
の
一
冊
に

『
新
版

東
京
の
戦
争
と
平
和

を
歩
く
』
（
東
京
歴
史
教
育
者

協
議
会
編
、
平
和
文
化
、
２
０

０
８
年
）
が
あ
り
ま
す
。

都
内
自
治
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
は
、
「
平
和
マ
ッ
プ
」
あ

る
い
は
「
戦
跡
マ
ッ
プ
」
が
あ

り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

北
・
新
宿
・
文
京
・
台
東
・
板

橋
・
千
代
田
・
港
の
各
区
や
武

蔵
野
市
な
ど
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
、

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
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編
集
後
記

米
軍
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ

山
形
空
港
に
緊
急
着
陸

「
土
地
利
用
規
制
法
案
」
強
行
糾
弾
！

米
軍
ヘ
リ
の
低
空
飛
行
は
危
険
！


